
戦略事業導出に向けた課題の整理について 

 

 

１ 戦略事業について 

基本構想の６つの未来都市の実現に向けて，基本計画における政策の柱（政策分野）を  

牽引するものや分野横断的な波及効果を有する政策効果の高い取組（戦略事業）を導出する。 

 

【戦略事業のイメージについて】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 戦略事業導出の考え方について 

基本構想の案（参考１・２参照）に掲げる２０５０年のまちづくりの目標（目指すべき  

状態）の実現に必要となるもの（バックキャスト方式）及び現時点において見通せる課題を

解決するもの（フォアキャスト方式）の両面から，「１０年後の状態（ありたい状態）」の達

成に向けて効果の高い取組の検討を行う。 

 

【イメージ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ⇒ 「導出シート」（資料２別紙）により，事業の候補を検討し，戦略事業の導出を図る。 

Ⅰ 子育て・教育・学習 

Ⅱ 健康・福祉・医療 

Ⅲ 安心・協働・共生 

Ⅳ 魅力・交流・文化 

Ⅴ 産業・環境 

Ⅵ 都市基盤・交通 
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直近の数年間で想定される様々なトピックへの 
対応につながる事業は，実施計画等を通じて抽出 

達成に向けて効果の高い 
取組を戦略事業として整理 

10年後 
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